
　　　　

2025 年 5 月 26 日

10 時 0 分から 19 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 個々の自主性を重んじて、個性を伸ばす

事業所名 あかつき 作成日支援プログラム（参考様式）

・時計を見ての行動、見通しを立てての行動
・学習を通して、事故の能力把握、集中力の向上

・挨拶、返事の習慣化・自己、他者の勘定理解
・遊びを通してのコミュニケーションスキルの向上

・ルール、マナーを学んでいき、社会性を身につける
・ゲームやイベントなどを通して人との関りをを持ち、人間関係の構築をする

支援方針

●遊びの中から学ぶ支援・・「子どもは遊ぶのが仕事」という言葉もあるように、子どもにとって遊びはとても大事な成長のチャンスです。小集団の遊びの中で社会にも通じるルールを学
んでもらいます。
●体育・文化活動の取り組み・・体育活動・創作活動への取り組みをプログラムに積極的に取り入れることによって、ひとりひとりの子どもにあった感性を育むことが可能です。
●個別療育・・それぞれの抱えている課題や特性に配慮した、ひとりひとりにしっかり寄り添った個別支援の実現。
●体験活動・・お買い物やお出かけなどを通じて、将来必要になるスキルを経験し、学んでもらいます。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等
・季節の行事（お花見、夏祭り、ハロウィン、クリスマス、節分等）
・月に１回ずつの、畑、おでかけ、クッキング等

（別添資料１）

家族支援

・お子様への指導後のフィードバックや保護者様への面談、ご家族の方へ向けた
トレーニングを通じて、お子様の発達状況や支援ニーズの確認
・お子様との関わり、兄弟、家族等の様々な不安や困りことに寄り添い相談や助
言を行う。

移行支援

・具体的な移行先との調整、相談援助、連携

地域支援・地域連携
・相談支援事業所や障害福祉サービス事業所との連携
・地域の公園を週２度使用しており、ゴミ拾い活動を実施 職員の質の向上

・定期的な療育会議、職員会議、活動会議の実施
・職員の各種勉強会や研修会への参加

支　援　内　容

・手洗い、うがい、荷物の収納、片付けなど日常の取り組み
・自己での選択や意思決定の向上

・全身運動（マット運動、ドッジボール、鬼ごっこ、跳び箱など）
・指先運動（工作でハサミやノリなどの使い方）

本
人
支
援


